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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車輌の損傷解析を支援するための損傷解析支援システムであって、
　車輌を構成する部品に対応した描画データを各々レイヤーに取り込み、これらレイヤー
を重ね合わせて解析対象部位のイメージ画像を生成するイメージ画像生成手段と、
　前記イメージ画像を対象に、ユーザによる損傷範囲の指定入力を受け付ける範囲指定受
付手段と、
　前記ユーザによって指定された損傷範囲の座標点を、前記イメージ画像の座標を基準に
算出し、且つこの座標点と前記レイヤーに付された描画データの座標点とを比較して、両
者の座標点が一致している箇所を損傷部として特定することで、損傷範囲に属する描画デ
ータを保有するレイヤーを単位に、個々の部品の損傷部を特定する損傷解析手段と、
　を備えることを特徴とする損傷解析支援システム。
【請求項２】
　前記損傷解析手段は、前記描画データの画素数に対する損傷部の画素数の割合に基づき
、この描画データに対応する部品の損傷度を算出する損傷度算出手段を備え、前記損傷度
算出手段で算出した損傷度が、当該部品の交換に値する損傷度を超えたことを条件に、こ
の部品全体を損傷部として特定することを特徴とする請求項１に記載の損傷解析支援シス
テム。
【請求項３】
　前記損傷範囲の指定に用いられる複数のテンプレートを備え、
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　前記範囲指定受付手段は、ユーザの操作のもとに選択されるテンプレートが前記イメー
ジ画像に貼り付けられたことを受け、このテンプレートの貼着位置を前記損傷範囲として
検出することを特徴とする請求項１または２に記載の損傷解析支援システム。
【請求項４】
　車輌の損傷解析をコンピュータに支援させるための損傷解析プログラムであって、
　車輌を構成する部品に対応した描画データを各々レイヤーに取り込み、これらレイヤー
を重ね合わせて解析対象部位のイメージ画像を生成するイメージ画像生成機能と、
　前記イメージ画像を対象に、ユーザによる損傷範囲の指定入力を受け付ける範囲指定受
付機能と、
　前記ユーザによって指定された損傷範囲の座標点を、前記イメージ画像の座標を基準に
算出し、且つこの座標点と前記レイヤーに付された描画データの座標点とを比較して、両
者の座標点が一致している箇所を損傷部として特定することで、損傷範囲に属する描画デ
ータを保有するレイヤーを単位に、個々の部品の損傷部を特定する損傷解析機能と、
　を前記コンピュータに実現させることを特徴とする損傷解析プログラム。
【請求項５】
　前記損傷解析機能は、前記描画データの画素数に対する損傷部の画素数の割合に基づき
、この描画データに対応する部品の損傷度を算出し、算出された損傷度が、当該部品の交
換に値する損傷度を超えたことを条件に、この部品全体を損傷部として特定することを特
徴とする請求項５に記載の損傷解析プログラム。
【請求項６】
　前記損傷範囲の指定に用いられる複数のテンプレートを備え、
　前記範囲指定受付機能は、ユーザの操作のもとに選択されるテンプレートが前記イメー
ジ画像に貼り付けられたことを受け、このテンプレートの貼着位置を前記損傷範囲として
検出することを特徴とする請求項５または６に記載の損傷解析プログラム。
【請求項７】
　車輌の損傷解析をコンピュータに支援させるための損傷解析支援方法であって、
　車輌を構成する部品に対応した描画データを各々レイヤーに取り込み、これらレイヤー
を重ね合わせて解析対象部位のイメージ画像を生成し、さらに、このイメージ画像を対象
に、ユーザによる損傷範囲の指定入力を受け付け、このユーザによって指定された損傷範
囲の座標点を、前記イメージ画像の座標を基準に算出し、且つこの座標点と前記レイヤー
に付された描画データの座標点とを比較して、両者の座標点が一致している箇所を損傷部
として特定することで、損傷範囲に属する描画データを保有するレイヤーを単位に、個々
の部品の損傷部を特定することを特徴とする損傷解析支援方法。
【請求項８】
　前記描画データの画素数に対する損傷部の画素数の割合に基づき、この描画データに対
応する部品の損傷度を算出し、算出された損傷度が、当該部品の交換に値する損傷度を超
えたことを条件に、この部品全体を損傷部として特定することを特徴とする請求項７に記
載の損傷解析支援方法。
【請求項９】
　ユーザの操作のもとに選択される、前記損傷範囲の指定に用いられるテンプレートが前
記イメージ画像に貼り付けられたことを受け、このテンプレートの貼着位置を前記損傷範
囲として検出することを特徴とする請求項７または８に記載の損傷解析支援方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、車輌の損傷解析技術に関し、好適には、板金修理の見積もり作業等を支援する
損傷解析技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の従来技術として、例えば、本出願人が先に提案した下記特許文献１に示す車輌修
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理費見積システムがある。
【０００３】
この車輌修理見積システムによれば、ユーザの指定した損傷部位に組み付けられる部品の
画像が表示装置に一覧表示され、この部品一覧の中から、当該損傷部位の修理に要する部
品の選択を受け付ける。また、選択された部品に対応する修理作業工賃と修理に要する部
品価格を記憶装置から読み出し、これらの合計から修理費を算出している。
【０００４】
つまり、従来の車輌修理見積システムでは、ユーザによって指定された損傷部位に属する
部品の一覧が表示装置に表示され、さらに、この一覧表示された部品群から修理に要する
部品をユーザ自らが選択し、このユーザによって選択された部品の交換や修復に要する費
用が見積もりとして出力される。
【０００５】
【特許文献１】
特開２００２－２５９５９７号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来の車輌見積システムでは、ユーザの指定した損傷部位に位置する部品群が
表示装置に一覧表示され、この部品の一覧内での個々の部品選択によって、損傷部品が最
終的に決定される。つまり、損傷部品の最終的な特定は、あくまでもユーザの判断に委ね
られており、さらに、部品の選択は、損傷部位の指定画面と異なる部品一覧画面で行われ
るため、損傷の及んだ部品を特定するには、損傷の状況と車輌に対する充分な理解が要求
されていた。
【０００７】
本発明は、このような技術的背景を考慮してなされたもので、簡易な操作で、各部品の損
傷を正確に特定し得る損傷解析技術の提供を課題とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記した技術的課題を解決するために以下の構成とした。
すなわち、本発明は、車輌の損傷解析を支援するための損傷解析支援システムであって、
車輌を構成する部品に対応した描画データを各々レイヤーに取り込み、これらレイヤーを
重ね合わせて解析対象部位のイメージ画像を生成するイメージ画像生成手段と、
前記イメージ画像を対象に、ユーザによる損傷範囲の指定入力を受け付ける範囲指定受付
手段と、
前記ユーザによって指定された損傷範囲に属する描画データを保有するレイヤーを単位に
、個々の部品の損傷部を特定する損傷解析手段と、
を備えることを特徴とする。
【０００９】
このように構成された本発明の損傷解析支援システムによれば、部品に対応した描画デー
タを各々レイヤーに取り込み、イメージ画像生成手段は、このレイヤーを重ね合わせるこ
とで解析対象部位のイメージ画像を生成する。なお、ここでレイヤーとは、画像処理技術
の階層表示機能を達成するための画像処理領域に相当する。また、範囲指定受付手段は、
ユーザによるイメージ画像に対する損傷範囲の指定入力を受け付け、損傷範囲を認識する
。また、損傷解析手段は、指定された損傷範囲に属する描画データを保有するレイヤーを
単位に、個々の部品の損傷部を特定する。
【００１０】
つまり、部品に対応する描画データを有する複数のレイヤーから構成されるイメージ画像
を対象に損傷範囲の指定を受け付けるため、その損傷範囲の指定は、この損傷範囲（領域
）に含まれるすべてのレイヤーに反映されることになる。よって、レイヤー毎に部品の損
傷解析が可能になり、ユーザは、損傷の有無につき、個々の部品を個別に指定せずとも、
各部品に対して損傷範囲の指定を一度に反映させることが可能になる。
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【００１１】
また、前記損傷解析手段は、前記イメージ画像の座標を基準に損傷範囲の座標点を算出し
、且つこの座標点と前記レイヤーに付された描画データの座標点とを比較して、両者の座
標点が一致している箇所を損傷部として特定する構成を備えていてもよい。
【００１２】
この構成によれば、レイヤーの座標と整合性のあるイメージ画像の座標を基準に損傷範囲
の座標点が算出される。したがって、この座標点とレイヤーに付された描画データの座標
点との比較によって、描画データの各座標点における損傷の有無の特定が可能になる。つ
まり、本構成では、レイヤーの座標と整合性のあるイメージ画像の座標を基準に損傷範囲
を認識するため、煩雑な演算処理を用いることなく、両者の正確な比較が可能になる。
【００１３】
また、前記損傷解析手段は、前記描画データの画素数に対する損傷部の画素数の割合に基
づき、この描画データに対応する部品の損傷度を算出する損傷度算出手段を備える構成で
あってもよい。
【００１４】
この構成によれば、部品の損傷具合が、割合といった数値にて特定可能な損傷度に換算さ
れる。つまり、部品の損傷具合を定量的に把握することが可能になる。
【００１５】
また、前記損傷解析手段は、前記損傷度算出手段で算出した損傷度が、当該部品の交換に
値する損傷度を超えたことを条件に、この部品全体を損傷部として特定する構成を備えて
いてもよい。
【００１６】
この構成によれば、算出された損傷度が、部品交換に値する損傷度に達していることを条
件に、その部品全体を損傷部として特定する。つまり、本構成によれば、局所的な損傷の
解析のみならず、部品全体を対象にした損傷解析が可能になっている。
【００１７】
また、前記損傷範囲の指定に用いられる複数のテンプレートを備え、
前記範囲指定受付手段は、ユーザの操作のもとに選択されるテンプレートが前記イメージ
画像に貼り付けられたことを受け、このテンプレートの貼着位置を前記損傷範囲として検
出する構成を備えていてもよい。
【００１８】
この構成によれば、損傷範囲の指定に於いて、ユーザの操作のもとに選択されたテンプレ
ートがイメージ画像に貼り付けられたことを受け、このテンプレートの貼着位置を損傷範
囲として認識する。つまり、テンプレートの選択並びに貼り付けといった簡易な作業を損
傷の範囲指定に反映させることで、操作の簡略化を図っている。
【００１９】
また、上記した技術的課題を解決するため、本発明では、以下の損傷解析プログラムを提
供する。すなわち、車輌の損傷解析をコンピュータに支援させるための損傷解析プログラ
ムであって、
車輌を構成する部品に対応した描画データを各々レイヤーに取り込み、これらレイヤーを
重ね合わせて解析対象部位のイメージ画像を生成するイメージ画像生成機能と、
前記イメージ画像を対象に、ユーザによる損傷範囲の指定入力を受け付ける範囲指定受付
機能と、
前記ユーザによって指定された損傷範囲に属する描画データを保有するレイヤーを単位に
、個々の部品の損傷部を特定する損傷解析機能と、
を前記コンピュータに実現させることを特徴とする。
【００２０】
また、前記損傷解析機能は、前記イメージ画像の座標を基準に損傷範囲の座標点を算出す
る機能と、この算出した座標点と前記レイヤーに付された描画データの座標点とを比較し
て、両者の座標点が一致している箇所を損傷部として特定する機能とを備えた構成であっ
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てもよい。
【００２１】
なお、これらのプログラムは、例えば、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＨＤ（Hard Disk
）、ＭＯ（Magnet Optical）、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc Read Only Memory）等の記
録媒体を介しての流通の他、インターネット等の通信媒体を介しての配布も可能であり、
これら記録媒体や通信媒体を介して本損傷解析プログラムをコンピュータに導入すること
で、そのコンピュータを損傷解析支援システムとして機能させることが可能になる。
【００２２】
また、上記した技術的課題を解決するため、本発明では、以下の損傷解析支援方法を提供
する。すなわち、車輌の損傷解析をコンピュータに支援させるための損傷解析支援方法で
あって、
車輌を構成する部品に対応した描画データを各々レイヤーに取り込み、これらレイヤーを
重ね合わせて解析対象部位のイメージ画像を生成し、さらに、このイメージ画像を対象に
、ユーザによる損傷範囲の指定入力を受け付け、このユーザによって指定された損傷範囲
に属する描画データを保有するレイヤーを単位に、個々の部品の損傷部を特定することを
特徴とする。
【００２３】
また、前記損傷部の特定時には、前記イメージ画像の座標を基準に損傷範囲の座標点を算
出し、且つこの算出した座標点と前記レイヤーに付された描画データの座標点とを比較し
て、両者の座標点が一致している箇所を損傷部として特定してもよい。
【００２４】
なお、本課題を解決するための手段に記載の内容は、本発明の課題や技術的思想を逸脱し
ない範囲で可能な限り組み合わせることが可能である。
【００２５】
【発明の実施の形態】
続いて、本発明の損傷解析支援システムに関して、その好適な実施形態を説明する。
【００２６】
＜システムの概略＞
本実施の形態に示す損傷解析支援システム１００は、図１に示すように、ＣＰＵ（Centra
l Processing Unit）１０１と、このＣＰＵ１０１に接続したＲＯＭ（Read Only Memory
）及びＲＡＭ（Random Access Memory）等で構成されるメインメモリ１０２と、ＣＰＵ１
０１及びメインメモリ１０２に双方向性バス１０８を通じて接続するＨＤ（Hard Disk）
１０４を備えている。
【００２７】
また、外部機器として、キーボード１０７やマウス１０３等の入力デバイスと、損傷解析
に用いるイメージ画像を表示するためのディスプレイ１０６、及び解析結果等を印刷する
ためのプリンタ１０５等を備えている。
【００２８】
また、ＨＤ１０４には、オペレーティングシステム（ＯＳ）Ｗや本発明に係る損傷解析プ
ログラムＳが記憶されており、オペレーティングシステムＷの稼働下のもと、ＣＰＵ１０
１が損傷解析プログラムＳを実行して損傷解析を行っている。
【００２９】
また、ＨＤ１０４にはファイル領域Ｆが確保されており、このファイル領域Ｆには、損傷
解析に用いられる車体データＦ１を記憶する車体データ用のデータベースＤ１、及び部品
データＦ２を記憶する部品データ用のデータベースＤ２が構築されている。
【００３０】
車体データ用のデータベースＤ１には、メーカー名、車種名、形式、形式指定番号、類別
区分番号等の車種属性に対応して車体データＦ１が複数記憶されている。また、これら車
種属性の指定によって、所望の車種に対する車体データＦ１の抽出が可能になっている。
【００３１】
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また、個々の車体データＦ１には、車体の外観を好適な表示方向から示すデフォルトのビ
ットマップデータの他、後の損傷解析時に参照すべき部品データを決定するための部品デ
ータ取得情報が与えられている。
【００３２】
なお、部品データ取得情報は、損傷解析時にディスプレイ１０６に表示される車体の見取
り図に相当し、各表示方向に対応して設けられている。そして、この部品データ取得情報
の参照によって、損傷解析時に参照すべき部位データＦ２が決定されることになる。
【００３３】
部品データ用のデータベースＤ２に記憶される部品データＦ２は、車種属性並びに車体の
表示方向に対応付けされて記憶されている。また、個々の部品データＦ２には、この部品
データＦ２に対応する部品（例えば、ドアパネル等）の描画データＩがビットマップデー
タの形式で与えられている。
【００３４】
なお、部品データＦ２は、一部品に対して複数設けられており、その各々の描画データＩ
は、その部品の表示方向を異にして記憶されている。つまり、ある部品を対象に、ある部
品データＦ２では、この部品を車体の前方から捉えた描画データが与えられ、他の部品デ
ータＦ２では、この部品を車体の左サイドから捉えた描画データが与えられている。この
ように、一部品につき複数の部品データＦ２が設けられている。
【００３５】
また、各描画データＩの表示サイズや、ディスプレイ１０６に対する表示位置（レイアウ
ト）は、部品データＦ２相互にその整合性が確保されており、図２に示すように、描画デ
ータＩ1～nを各々レイヤーＲ1～nに取り込み、これらレイヤーＲ1～nを汎用の画像処理技
術によって重ね合わせることで、車体を特定方向から捉えたイメージ画像Ｃが生成されて
いる。
【００３６】
＜損傷解析プログラム＞
続いて、損傷解析プログラムＳについて図３から図７を参照して説明する。
なお、図３は、本損傷解析支援システムの制御に用いられる制御系のシステム構成図であ
る。
また、図４及び図５は、本損傷解析プログラムＳの実行時にディスプレイ１０６に適宜表
示される損傷入力画面２００の概略構成図であり、本損傷入力画面２００上での入力デバ
イス（例えば、マウス１０３）を用いた種々の操作によって、本損傷解析プログラムＳの
操作が可能になっている。
また、図６及び図７は、本損傷解析プログラムＳの実行下で処理される制御の一連の流れ
を示すフローチャートである。
【００３７】
まず、ＣＰＵ１０１は、本損傷解析プログラムＳの起動後、ユーザによる車種の選択を受
けた後、この選択された車種に対応する車体データＦ１をファイル領域Ｆから読み出す（
Ｓ１０１）。なお、ファイル領域Ｆから読み出された車体データＦ１は、図３に示すよう
に、ＲＡＭ１０２及びＣＰＵ１０１等で構成される内部処理領域のイメージ画像生成部３
０１に読み込まれ、このイメージ画像生成部３０１内での各種処理に用いられる。
【００３８】
続いて、ＣＰＵ１０１は、図４に示す損傷入力画面２００をディスプレイ１０６に表示し
、ユーザによる車体の表示方向の選択を受け付ける（Ｓ１０２）。なお、損傷入力画面２
００の中央には、車体データＦ１から読み出されたデフォルトのイメージ画像Ｃが表示さ
れている。また、その左方には、車体の表示方向を選択するためのアイコン２０１が各表
示方向に対応して表示されている。そして、ユーザの操作のもと、このアイコン２０１が
選択されると、画面中央に表示すべき車体の表示方向が決定される。
【００３９】
続いて、ＣＰＵ１０１は、車体データＦ１に組み込まれた部品データ取得情報を参照し、
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指定された表示方向に属する部品データＦ２をイメージ画像生成部３０１に読み込む（Ｓ
１０３）。また、この部品データＦ２に与えられた描画データＩを個別にレイヤーＲに割
り当て、このレイヤーＲを重ね合わせて当該表示方向に対応する車体のイメージ画像Ｃを
生成するイメージ画像生成処理を実行する（Ｓ１０４）。そして、イメージ画像生成処理
で作成したイメージ画像を損傷入力画面２００に表示する（Ｓ１０５）。また、ＣＰＵ１
０１は、このイメージ画像Ｃに表示される車輌全体を解析対象部位として、続く、損傷範
囲指定処理に移る（Ｓ１０６）。
【００４０】
損傷範囲指定処理では、損傷入力画面２００に表示される車体のイメージ画像Ｃを対象に
、このイメージ画像Ｃ上でユーザによる損傷範囲の指定入力を受け付ける。
なお、ＣＰＵ１０１は、本損傷範囲指定処理の開始を受けて、損傷入力画面２００の画面
左方に四角、丸、三角、直線等のテンプレート２０２を表示する（図５参照）。また、Ｃ
ＰＵ１０１は、ユーザによるテンプレートの選択と、このテンプレート２０２のイメージ
画像Ｃに対する貼り付け操作をもって、その貼着部位を損傷範囲として検出している。
【００４１】
また、テンプレート２０２の下方には、損傷面積を入力するための損傷面積入力欄２０３
が設けられ、この損傷面積入力欄２０３に対する損傷面積の入力を受けて、イメージ画像
Ｃ上のテンプレート２０２ａが拡縮するようになっている。なお、損傷面積の指定は、マ
ウス１０３のドラッグ＆ドロップ機能を用いたテンプレート２０２ａの拡縮操作によって
も変更可能である。
【００４２】
また、本損傷範囲指定処理では、損傷範囲の指定と共に、その損傷範囲の状態を以後の損
傷解析に反映させるべく損傷状態を指定するための選択欄２０４（ＧＵＩ）をイメージ画
像Ｃ上に表示する。また、この選択欄２０４に表示される「へこみ」「でこぼこ」「すり
きず」等の選択肢の選択・指定によって、当該損傷範囲の損傷状態を検出している。
【００４３】
また、損傷入力画面２００の画面右下には、上記で指定した損傷範囲や損傷状態を損傷解
析処理に反映させるか否かを確定するための操作確定欄２０５が設けられており、この操
作確定欄２０５に設けられる「確定」のアイコン２０５ａの操作をもって、ユーザの入力
事項が確定され、ＣＰＵ１０１は、続く損傷解析処理に移る（Ｓ１０７）。また、確定さ
れた損傷範囲は、イメージ画像Ｃの表示画素を単位に割り振られた座標に対応付けられた
状態で内部処理領域の損傷データ管理部３０２に一旦格納される。
【００４４】
また、操作確定欄２０５に表示される「取消」のアイコン２０５ｂを操作すると、イメー
ジ画像Ｃ上のテンプレート２０２ａがアクティブになり、その位置やサイズの変更が可能
になる。また、例えば、キーボード１０７上での操作によってテンプレート２０２ａの貼
り付けを解除（削除）することもできる。
【００４５】
続いて、損傷解析処理（Ｓ１０７）について、図７のフローチャートを参照して説明する
。
まず、ＣＰＵ１０１は、損傷解析処理の開始を受け、内部処理領域の損傷解析部３０３に
、イメージ画像の生成に用いた部品データＦ２を読み込む（Ｓ２０１）。また、部品デー
タＦ２を参照して、レイヤー毎に部位損傷認識マップを作成する（Ｓ２０２）。
【００４６】
部位損傷認識マップは、レイヤーＲの表示サイズに等しく、そのマップ上には、レイヤー
Ｒ上のレイアウトで描画データＩが示されている。また、部位損傷認識マップに対する描
画データＩの位置は、レイヤーＲの表示画像を単位に割り振られた部位損傷認識マップの
座標で特定されている。
【００４７】
続いて、ＣＰＵ１０１は、損傷データ管理部３０２から損傷範囲の座標データを読み出し
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、損傷範囲の座標データと描画データの座標点とを部位損傷認識マップ上で比較する（Ｓ
２０３）。そして、両者の一致不一致に基づき各座標点の損傷の有無を検出する（Ｓ２０
４）。つまり、イメージ画像Ｃの座標を基準に損傷範囲の座標点を算出し、且つこの座標
点とレイヤーに付された描画データＩの座標点とを比較して、両者の座標点が一致してい
る箇所を損傷部として特定する。
【００４８】
なお、部位損傷認識マップのサイズは、上述の如くイメージ画像Ｃを構成するレイヤーＲ
のサイズに等しく、部位損傷認識マップの座標系で把握される描画データＩの座標点とイ
メージ画像Ｃ上で指定された損傷範囲の座標との整合性は、確保されている。このため、
例えば、損傷範囲の指定において、イメージ画像を拡大又は縮小表示した場合においても
、両者の座標点の整合性は確保されており、両者の正確な比較が可能である。
【００４９】
続いて、ＣＰＵ１０１は、レイヤーＲ毎に各部品の損傷度を算出する（Ｓ２０５）。
損傷度は、下記の計算式で求められる。より詳しくは、描画データＩに与えられた画素数
と、先のステップ２０４で特定した損傷部の画素数の割合から各レイヤーＲに対応する部
品の損傷度（％）が算出されている。
【数１】

【００５０】
続いて、ＣＰＵ１０１は、算出した損傷度に基づき、各部品の損傷量を算出する（Ｓ２０
６）。
より詳しくは、一部品あたりの損傷度と、この部品の損傷状態を示す損傷係数Ｋをパラメ
ータに、部品の損傷量を算出し、この算出された損傷量が部品交換に価する損傷量（例え
ば１２％）を超えたことを条件に、部品全体を損傷部とみなすようにしている。なお、部
品交換に価する損傷量は、当業者の経験則等に基づき適宜設定変更可能な価である。また
、次式は、損傷量の算出に用いられる計算式の一例である。
【数２】
損傷度＊Ｋ＝損傷量　（Ｋ：損傷係数）
【００５１】
なお、ここで損傷係数Ｋとは、損傷入力画面２００に表示された選択欄２０４の項目に対
応して設けられており、修復が困難な損傷状態ほど、その損傷係数Ｋは高く設定されてい
る。つまり、画素や座標等の制御上の数値から求められる損傷度に、実際の損傷状態を反
映させることで、実際の損傷に見合った損傷量を算出することが可能になる。なお、上記
損傷係数Ｋは、当業者の経験則等に基づき適宜設定変更可能な価である。そして、本損傷
解析処理では、各部品の損傷範囲、損傷部、損傷度、損傷量などの解析結果を内部処理領
域の損傷データ管理部３０２に記憶して（Ｓ２０７）、本損傷解析処理を抜ける。
【００５２】
続いて、ＣＰＵ１０１は、損傷部の表示色変換処理を実行する（Ｓ１０８）。
本表示色変換処理では、各部品の損傷部を損傷データ管理部３０２から読み出し、損傷の
及んだ部位に位置する描画データＩの色情報を変更する。なお、上記損傷量の算出におい
て、損傷が部品全体に及んでいる場合には、この部品全体が損傷部として認識されている
ため、この部品に複数の損傷部が点在している状態においても、本処理の実行によって、
この部品に対応する描画データの全領域で色情報が変更されることになる。また、局所の
損傷では、その座標点に位置した色情報のみが変更される。
【００５３】
そして、これら表示色の変換処理を受けた描画データＩを含むレイヤーＲでイメージ画像
Ｃが再編成され、ディスプレイ１０６上に、この再編成されたイメージ画像Ｃが損傷の解
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析結果として表示されることとなる（Ｓ１０９）。つまり、ディスプレイ１０６上には、
損傷の解析結果が、色の変更といった視認可能な表示態様で表示されることになる。
【００５４】
このように本損傷解析プログラムＳの実行下では、車輌を構成する部品に対応した描画デ
ータＩ1～nを各々レイヤーＲ1～nに取り込み、これらレイヤーＲ1～nを重ね合わせて解析
対象部位（特定の表示方向からみた車体全体）のイメージ画像Ｃを生成する。また、この
イメージ画像Ｃを対象に、ユーザによる損傷範囲の指定入力を受け付ける（Ｓ１０６）。
そして、ユーザによって指定された損傷範囲に属する描画データＩを保有するレイヤーＲ
を単位に、個々の部品に対する損傷の有無を解析している（Ｓ１０７）。
【００５５】
つまり、部品に対応する描画データＩを有する複数のレイヤーＲから構成されるイメージ
画像Ｃを対象に損傷範囲の指定を受け付けるため、その損傷範囲の指定は、当該損傷領域
に含まれるすべてのレイヤーＲに反映されることになる。よって、レイヤーＲ毎に部品の
損傷解析が可能になり、ユーザは、損傷の有無につき、個々の部品を個別に指定せずとも
、各部品に対して損傷範囲の指定を一度に反映させることが可能になる。
【００５６】
また、損傷の解析にあっては、イメージ画像Ｃの座標を基準に損傷範囲の座標点を算出し
、且つこの座標点とレイヤーＲに付された描画データＩの座標点とを比較して、両者の一
致不一致に基づき、損傷部をレイヤー毎に特定している。
【００５７】
つまり、レイヤーＲの座標系に整合性のあるイメージ画像Ｃの座標を基準に損傷範囲の座
標点が算出されることから、この座標点とレイヤーＲに付された描画データＩの座標点と
の比較によって、煩雑な演算処理を用いることなく、両者の正確な比較が可能になる。
【００５８】
また、損傷解析処理では、算出した損傷度が、当該部品の交換に値する損傷度を超えるこ
とを条件に、その部品全体を損傷部として特定しており、このように局所的な損傷の解析
のみならず、部品全体を対象にした損傷解析も可能である。
【００５９】
また、損傷範囲の指定にあっては、ユーザの操作のもとに選択されたテンプレート２０２
ａがイメージ画像Ｃに貼り付けられたことを受け、このテンプレート２０２ａの貼り付け
位置を損傷範囲として認識している。このため、ユーザは、テンプレート２０２ａの選択
並びに貼り付けといった簡易な作業で損傷範囲を指定することができる。
【００６０】
なお、上記の実施形態は、あくまでも好適な実施形態であり、その詳細は、種々変更可能
である。
例えば、上記の実施形態では、テンプレート２０２を用いた損傷範囲の指定入力を説明し
ているが、必ずしもその必要はなく、例えば、マウス１０３等のポインティングデバイス
を用いた範囲指定も可能である。この場合には、オペレーティングシステムＷの操作に用
いられる、例えば、左クリック開始→マウス移動→左クリック解除といった汎用の領域指
定操作を利用しての範囲指定などを例示できる。
【００６１】
また、上記の実施形態では、解析結果の表示にあたり、損傷部の色を変更して表示してい
るが、例えば、損傷部の色を維持しつつ、他の部位をＲＧＢベースの色調変換で透過させ
、損傷部が他の部位に対して引き立つように表示するなどの構成も考えられる。
【００６２】
また、上記の実施形態では、損傷入力画面２００に表示される車体全体のイメージ画像を
対象に損傷範囲を指定入力を受け付けるが、例えば、車体の一部を拡大表示して、この拡
大されたイメージ画像Ｃ上で損傷範囲の指定入力を受け付けるようにしてもよい。なお、
補足として、損傷解析に用いる部位損傷認識マップの座標は、上述の如くイメージ画像Ｃ
を構成するレイヤーの座標に等しく、イメージ画像Ｃの表示倍率を変更しても、部位損傷
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認識マットとイメージ画像Ｃの整合性は確保されている。このため上記の機能を追加して
も、煩雑な演算なくして、正確に損傷を解析し得る。
【００６３】
また、上記損傷解析プログラムＳに損傷見積プログラムを加え、損傷解析プログラムＳに
て算出した損傷量に基づき、この損傷の修復に要する費用を算出するようにも構成できる
。なお、この場合には、部品データＦ２に、部品価格、交換作業工賃、修復費用等のデー
タを与え、損傷解析プログラムＳで算出した損傷量（解析結果）に基づき、各部品毎の交
換の有無、また修復可能か否かの判定を行い、この判定結果と部品データＦ２の参照によ
って、修復に要する費用を算出するなどの構成も考えられる。
【００６４】
【発明の効果】
以上、本発明によれば、簡易な操作で、各部品の損傷を正確に特定し得る損傷解析支援シ
ステムを提供することができる。また、その制御技術を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態に係る損傷解析支援システムのシステム構成図。
【図２】本実施の形態に係るイメージ画像の作成方法を説明した説明図。
【図３】本実施の形態に係る損傷解析支援システムの制御系を示す概略構成図。
【図４】本実施の形態に係る損傷入力画面の概略構成図。
【図５】損傷入力画面におけるユーザの範囲指定操作を説明した説明図。
【図６】本実施の形態に係る損傷解析プログラムの概要を示すフローチャート。
【図７】本実施の形態に係る損傷解析処理の概要を示すフローチャート。
【符号の説明】
１００　損傷解析支援システム
１０２　メインメモリ
１０３　マウス
１０５　プリンタ
１０６　ディスプレイ
１０７　キーボード
１０８　双方向性バス
２００　損傷入力画面
２０１　表示方向の選択用アイコン
２０２　テンプレート
２０２ａ　貼り付けられたテンプレート
２０３　損傷面積入力欄
２０４　損傷状態の選択欄
２０５　操作確定欄
２０５ａ 確定用アイコン
２０５ｂ　取消用アイコン
３０１　イメージ画像生成部
３０２　損傷データ管理部
３０３　損傷解析部
Ｃ　イメージ画像
Ｄ１　車体データ用のデータベース
Ｄ２　部品データ用のデータベース
Ｆ　ファイル領域
Ｆ１　車体データ
Ｆ２　部品データ
Ｉ　描画データ
Ｒ　レイヤー
Ｓ　損傷解析プログラム
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Ｗ　オペレーティングシステム

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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